
セキュリティー対策
中 小 企 業 の

－－

内
部
不
正

に
よ
る
　
　

情
報
漏
え
い
減
少
せ
ず

営
業
秘
密
管
理
に
関
す
る

実
態
調
査
公
開

退
職
者
に
よ
る
秘
密
情
報

持
ち
出
し
は

・
３
％

営業秘密の漏えいルート

　
近
年
、
企
業
の
技
術
情

報
を
同
業
他
社
や
海
外
企

業
に
不
正
に
持
ち
出
し
た

事
案
が
相
次
い
で
報
道
さ

れ
、
営
業
秘
密
の
保
護
強

化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
独
立
行
政

法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
は
、
国
内
企

業
で
の
営
業
秘
密
の
漏
え

い
発
生
状
況
、
管
理
実
態

や
対
策
な
ど
の
実
態
把
握

を
行
い
、
「
企
業
に
お
け

る
営
業
秘
密
管
理
に
関
す

る
実
態
調
査
２
０
２
０
」

を
公
開
し
た
。
本
調
査
で

は
、
２
０
１
６
年
に
実
施

し
た
同
名
の
調
査
と
の
経

年
比
較
を
行
う
と
と
も

に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
で

の
管
理
状
況
な
ど
を
新
た

に
問
う
こ
と
で
環
境
変
化

へ
の
対
応
や
、
営
業
秘
密

漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
な
ど
を
分
析
し
た
。

　
本
調
査
結
果
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

■
従
業
員
と
秘
密
保
持
契

約
を
締
結
す
る
企
業
は


・
１
％
か
ら

・
６
％

（

・
５
％
増
）
と
増
加

し
た
。
営
業
秘
密
漏
え
い

に
関
す
る
報
道
な
ど
を
受

け
て
、
内
部
不
正
に
よ
る

情
報
持
ち
出
し
な
ど
の
被

害
抑
制
の
た
め
、
対
策
を

講
じ
る
企
業
が
増
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

■
情
報
漏
え
い
事
例
が
発

生
し
た
と
回
答
し
た
企
業

は
５
・
２
％
と
前
回
調
査

（
９
・
６
％
）
よ
り
減
少

し
た
も
の
の
、
そ
の
要
因

と
し
て
は
企
業
に
お
け
る

対
策
の
進
展
、
攻
撃
の
巧

妙
化
な
ど
、
複
数
の
要
因

が
作
用
し
た
結
果
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
漏
え
い

ル
ー
ト
で
は
「
中
途
退
職

者
」
に
よ
る
漏
え
い
が


・
３
％
と
最
多
で
前
回
よ

り
増
加
し
、
内
部
不
正
を

原
因
と
す
る
情
報
漏
え
い

の
発
生
は
減
少
傾
向
に
は

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

■
情
報
漏
え
い
の
発
生
頻

度
は
中
小
規
模
企
業
よ
り

も
大
規
模
企
業
の
方
が
高

い
。
し
か
し
、
「
分
か
ら

な
い
」
と
回
答
し
た
比
率

は
中
小
規
模
企
業
の
方
が

高
く
、
中
小
規
模
企
業
は

情
報
漏
え
い
イ
ン
シ
デ
ン

ト
の
検
知
能
力
が
低
い
と

推
定
さ
れ
る
。
一
方
で
、

内
部
不
正
を
通
じ
た
情
報

漏
え
い
イ
ン
シ
デ
ン
ト
は

具
体
的
な
被
害
発
生
の
事

実
そ
の
も
の
を
通
じ
て
把

握
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

こ
う
し
た
イ
ン
シ
デ
ン
ト

に
つ
い
て
は
企
業
規
模
に

よ
る
相
違
は
小
さ
い
と
考

え
ら
れ
る
。

■
テ
レ
ワ
ー
ク
で
営
業
秘

密
を
扱
う
場
合
の
対
策
の

導
入
状
況
で
は
、
ま
ず
通

信
時
の
保
護
対
策
を
行
う

企
業
が
多
く
、
「
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
で
秘
密
情
報

を
扱
う
場
合
の
対
策
」
は


・
７
％
と
、
ク
ラ
ウ
ド

対
策
ま
で
踏
み
込
ん
で
取

り
決
め
て
い
る
割
合
は
低

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

■
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
営
業
秘
密
の
不
正

利
用
防
止
の
た
め
に
実
施

し
て
い
る
対
策
に
つ
い
て

の
設
問
で
は
、
不
正
操
作

の
証
跡
確
保
に
相
当
す
る

「
ロ
グ
分
析
の
実
施
」
が


％
に
と
ど
ま
る
な
ど
、

比
較
的
高
度
な
対
策
ま
で

は
十
分
に
進
ん
で
い
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。一
方
、

ア
ク
セ
ス
権
限
の
設
定
ミ

ス
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備

え
た
基
本
対
策
の
必
要
性

は
一
定
程
度
認
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
不
正
競
争

防
止
法
改
正
の
効
果
な
ど

の
仮
説
を
基
に
設
定
し
た


項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
得
ら
れ
た
各
種
デ

ー
タ
、
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
課
題
の
分
析
や
考
察

な
ど
を
、
本
調
査
報
告
書

に
掲
載
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｐ
Ａ
は
、
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
な
環
境
で
新
た
な

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
す
る
多

く
の
企
業
が
本
調
査
結
果

を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、

営
業
秘
密
保
護
の
対
策
を

進
め
、
企
業
競
争
力
を
強

化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
本
調
査
報
告
書
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｐ

Ａ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）
で
確
認

し
て
ほ
し
い
。
（
独
立
行

政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
・

江
島
将
和
）


